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＜病棟連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]
＜東病棟入室状況＞
・無し　

＜患者様連絡事項＞
・戸来　栄一様～夜間排尿無く導尿対応となる。
・下口　政子様～不眠時：エスゾピクロン錠（1）1T　20回分処方となる。        
・安達　貴浩様～拒薬時レボトミン　スキップ可の指示有り。
　　　　　　　　父様入院に伴い差し入れ困難となる。
・鈴木　達也様～明日（4/30）から6時ー16時の開放観察指示あり。
・上村　枝美子様～本日よりロナセンテープ40mg　4日分処方となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察実施。開放後は機敏な行動でホールを移動し他室侵入・私物弄りあり。時間早め開放観察終了。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・袴田　将志様～終日隔離中。午前午後2時間ずつ開放観察実施。開放中は対面時穏やかであり、多弁さ無く経過。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・鈴木　達也様～終日隔離中。10：00～16：00開放観察実施。開放中は架電要求あるも不穏さや易怒性無く対面時穏やか。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・戸来　栄一様～身体拘束中。自排尿無く導尿指示頂き導尿対応する。対面時帰宅要求あり対話も成り立たず、易怒性見られている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・伊藤　茂義様～不機嫌さや被刺激性の亢進無く、口調落ち着いているも、頻回な帰宅要求やテンキー弄り見られている。

・上村　恵美子様～粗暴行為、拒薬無いが、食事摂取は進まず。自室で臥床し過ごされている。
　　　　　　　　　
＜措置ケース検討＞
・藤井　崇史様～ロナセンテープ貼付には拒否なく応じる。妄想言動の訴え無いが声かけ時には多弁さあり、苛々感の表出や被害的な言動はない。


